
小さなたばこの火があなたの大切な 

     生命・身体・財産を奪ってしまうことも・・・ 

  

たばこ火災の原因の多くが、ポイ捨てによるものです。 
路上や空き地にたばこをポイ捨てすると、付近の可燃物、枯草、林野などに

延焼するおそれがあり危険です。ポイ捨ては絶対にやめましょう。 

 

 

  
１ 歩行中や車内から、たばこの投げ捨てを絶対にしない。 

２ 決められた場所で喫煙する。携帯灰皿等を活用する。 

  

 

吸殻を捨てたごみ箱、ごみ袋から出火する事案が発生してい

ます！ 

 

 

  

１ 灰皿は不燃性のものとし、吸殻をためずに定期的に処理する。 

２ 吸殻は、水をかけるなど確実に消火してから捨てる。 

３ 就寝前や外出する前に、たばこの火が確実に消えているか確認す

る。 

  

＜岐阜市消防本部＞             予防課    ０５８－２６２－７１６３ 

岐阜中消防署 ０５８－２６２－７１６５   岐阜南消防署 ０５８－２７２－２０１２ 

岐阜北消防署 ０５８－２３１－５３０８   瑞穂消防署  ０５８－３２７－０１１９       

山県消防署   ０５８１－２２－０１１９    本巣消防署   ０５８－３２４－０１１９ 

たばこの火種が布団などに落下して出火する事案が発生しています。 
火種の落下に気づかず、時間が経ってから出火することもあり危険です。 

１ 布団や燃えやすいものの近くでたばこを吸わない。 

２ 喫煙場所を決めて、たばこの火種が落下しないよう注意する。 

 

 

  

 建物内での禁煙化や分煙化の推進などを背景として、ベランダ・バルコニーでのたば

こ火災が増加しています。 

 

  １ 風が強い日は、たばこの火種が飛んで火災の危険があるため喫煙しない。 

２ 周囲に可燃物がないことを確認し、火種の落下に注意する。 

３ 吸殻を投げ捨てない。灰皿を使用し、吸殻を適切に処理する。 

  

ベランダ・バルコニーにおけるたばこ火災が増加しています！ 


